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ンヴァスに油彩、 268x 347cm、マドリード、プラド美術館、 GW982)と {1808年5
月3日}(図l、1814年、キャンヴァスに油彩、 268x 347cm、マドリード、プラド美
術館、 GW984)を制作し、 1817年にセピーリャの大聖堂のための宗教函《聖フスタ
と聖ルフィーナ~ (1817年、キャンヴァスに油彩、 309x 177cm、セピージャ、セビー
ジャ大聖堂、1817年、GW1569)を制作している他、この時期(独立戦争中および戦後)
214 増田













































図2 r 戦争の惨禍~ 10番〈これも嫌だ
Tampoco}エッチング， 15 x 21.6 
cm.， GW1006. 
図3 r 戦争の惨禍~ 28番〈暴徒
Popu]acho}エッチングとラヴイ，
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まう O このように関かれた状態において、私が私であるという他人の個別性やアイデ
ンテイティの限定性は引き裂かれ、「忘我」の状態に達することになる O このような

































































































































下する身体が描かれる O たとえば、 10番《これも嫌だTampoco}や1番《その連1=こI
のためでもないNipor esas}、27番《情Caridad}のほかに、特に30番 《戦争の惨害
Estragos de la guerra} (図4)においてもっとも重大で、激しい転落の様子が描かれ
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図4r戦争の惨禍j30番《戦争の惨害Estragosde la guerra}エッ





また、3番 〈さらに何をすべきか?Que hai que hacer n1as? (sic)}、37番 〈これはもっ
とひどいEstoes peor}、39番〈立派なお手柄!死人を相手に Grandehazana! Con 
muertos!} (I~ 5) といった拷問の場面では、人としてのフォルムが弄ばれるO 木に
くくりつけられた身体は自律性を奪われ、物のようにぶら下げられる O ボサールは、
このように木にぶら下げられた描写において、人間の身体の断片が「果実Jのようだ












図5 r戦争-の惨禍j39番 〈立派なお手柄!死人を相手に Grandehaza白a!





























ての個別性を未だもたないものへと差し向けられているようである O ショー は、また、
次のようにも述べている O











































個人の身体の境界に大きな裂傷が起こる世界であるO たとえば、 2番 《理由があろう





え見えるO この版画に続く 3番 《同じことだLomismo} (図7)においては、スペイ
ンの民衆が大きな斧を振り降ろそうという瞬間が描かれており、その脇には別の男性
がフランス人兵士に馬乗りになって剣を突き刺そうとしているO この版画でとらえら
れているのは、武器が肉体に突き刺さろうという瞬間であるO それに続いて 4番 〈女
たちは勇気をあたえるLasmujeres dan valor}と5番 《やはり野獣だYson fieras} (図





図6 r戦争の惨禍Jl2番《理法lがあろうとなかろうとConrazon 0 sin 
el1a~ エッチングとラヴイ. 15.5 x 20.5cm. GW995. 
図7 r戦争の惨禍Jl3番〈同じことだ工omismo}エッチングとラヴイ，
16 x 2.lcm， GW996. 
232 f母国
I~ 8 r戦争の惨禍j5番《やはり野獣だYson fieras)エッチン















膝の肉に食いこんだ刃。かくも絶大な恐怖が、「在るもの(cequ' il est) Jを、そ
の裸形にされた本質を、忠実に表現しているという事実に、一体、誰が耐ええょ
うか500




































































































































が f五月三日j:と呼ぶ銃殺のシーンは死そのもののあらわれである O まさしくわ
れわれから逃れる死、死は生み出されることによって認識を破壊する以上、理論
的に言ってわれわれが決して知ることのない死の。ゴヤは『五月三日Jにおいて、
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めに必須のことである O クリステヴァは次のように述べる O
玉手
図9 r戦争の惨禍j54番〈むなしい叫び、Clamoresen vano}エツ















































































5番《物乞いは最低だ、Lopeor es pedir ~ (図10)においても、両者の対比が鮮明に現
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. .J S 
図 10 W戦争の惨禍j55番 〈物乞いは最低だLopeor es pedir~ エッチ
ングとラヴイ， 15.5 x 20.5cm， GW1084. 
図11r戦争の惨禍j55番 〈物乞いは最低だ、Lopeor es pedir ~ サンギー




















ヴァスに油彩、 140x 438cm、マドリード、プラド美術館、 GW1623)や《サン・イシー
ドロの巡礼}1820-23年、キャンヴァスに油彩、 140x 438cm、マドリード、プラド美













いる o El libro de los DESASTRES de LA GUERRA， Ed. Jose Manuel M凶ila& 1s1a Agui1ar， 
Madrid: Museo Nacional del Prado， 2000.また、ゴPヤの全作品のカタログ・レゾネPierreGassier 
& Ju1iet Wi1son， The L供 andComρlete杯'orJz01 FranGIsco Goya， New York: Reynal & Co.， 1971， 
no. 993-1148.も参照のこと。なお、本論文のなかでゴヤの作品について言及する際には、この
カタログの番号を rGwJという記号と共に記載する O
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6年間の独立戦争期間中のゴヤの生活についてはほとんど記録がないが、 1808年 10月2日
付けのサン・フェルナンド美術アカデミー秘醤:官ジョセフ・ルイス・ムナーリス宛の手紙でサ
ラゴーサに向かう旨を述べている。手紙は、 FranciscoGoya， Dφlomatario， Ed. Angel Canellas 
Lopez， Zaragoza: C.S.I.c， 1981， no. 227. p. 362.および大高保二郎・松原典子編訳 fゴヤの手紙一
画家の告白とドラマj、岩波書j吉、 2007年、 274番、 478頁を参照。この時期のゴヤの生活状況
については、以下も参照のこと。Gassier& i，Vi1son， 0ρ1. cit.， pp. 205-298. 
3 たとえば1974年にボストンにて「変化するイメージーフランシスコ・ゴヤによる版画」展
を開催したエレノア・セイアーは、この版画集の準備素描の紙質とその透かし模様を調査し、
版画集前半部分の制作を 1810-14年、後半部分を 1820.23年とした。詳細は、 E.Sayre， The 
Chaη宮ingbnage: Prints by Fnmcisco Goya， Boston: Museum of Fine Arts， 1974. 
4 後述するが、版画集終捻には政治的抑圧や腐敗を批判・楓刺する作品も含まれており、ゴ
ヤはそれらの内容が当局を刺激することを恐れ、出版を控えたのではないだろうか。独立戦争
前後のゴヤの政治的立場は非常に流動的で、ある D 戦争仁I~I にはホセ l 世(ジョゼフ・ボナバルト)
のためにいくつかの作品を制作し、王室勲章を受け取る一方で、 li没後にはスペイン民衆による
プランス軍へ抵抗を劇的に表現した 0808年5月2日} ~5 月 3 I~} を制作している O 戦争終結
後の 1814年1月には、フランス箪の占領期間中に王室に震われていた者たちの政治的行動に
かんする報告がなされ、ゴヤの名も報告書には含まれている。また、同年 12月には 《襟のマハ》












版画集 『妄Jの 18枚の銅原板がサン・フェルナンド美術アカデミーに持ち込まれ、同年 10月
に28，000レアルで売賞された。アカデミーは錦原板を購入後に洗浄を行い、スペイン製の紙
を用いて 500版、外国製の紙を用いて 12版を印刷した。なお、この初版には『戦争の惨禍J
81番と 82番は含まれていなし E。これら 2枚の銅原板は、 1870年にポール・ルフォールによ
りアカデミーに寄贈された。銅原板の来歴については、以下の文献を参照のこと o Catharina 
Astor de Boelcke，‘Sobre 12 adquisicion y estampacion de 10s “Desastres de la Guerra" y de 10s 
“Proverbios"¥Archivo Espaiiol de Arte， 24 (1951) pp. 263-264.なお、ルフォールもゴヤの版画
作品についてのカタログを出版している;Pau1 Lefort， F1切 zciscoGoya: etude biogra.ρhiれteet 
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